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研究成果の概要（和文）：本研究では、まず、株式会社JMDCが保有する健康保険組合の健診データを利用し、加
齢に伴う血圧推移パターンを明らかにした。男性の収縮期血圧は、36歳から66歳まで上昇したが、その後はほぼ
横ばいの推移を示した。一方で、女性の収縮期血圧は、33歳一貫して上昇し、およそ70歳で男性の収縮期血圧レ
ベルを超えた。拡張期血圧は、男性では56歳、女性では64歳でピークをとる逆U字型の推移を示した。大迫コホ
ート研究の家庭血圧データでも同様の加齢に伴う血圧推移パターンが認められた。収縮期血圧日間変動は加齢と
ともに直線的に上昇し、拡張期血圧日間変動と年齢の関連は65～69歳を底としたU字型であった。

研究成果の概要（英文）：The present study demonstrated the age-related trends in blood pressure 
levels using the JMDC data. The systolic blood pressure linearly increased from 36 years old to 66 
years old in men while the trend was almost flat after that. The systolic blood pressure in women 
also increased with age and was higher than that in men after 70 years old. There was an 
inverse-U-shaped age-related trend in diastolic blood pressure. The peak of diastolic blood pressure
 was at 56 years in men but 64 years in women. Based on the Ohasama study data, we confirm the 
similar age-related trend in home blood pressure. The day-to-day home systolic blood pressure 
linearly increased with age while a U-shaped age-related trend in day-to-day diastolic blood 
pressure variability with the nadir point at 65 to 69 years of age was observed. 

研究分野：疫学、医療薬学

キーワード： 疫学　観察研究　血圧　循環器疾患　コホート研究　加齢　家庭血圧
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研究成果の学術的意義や社会的意義
血圧や血圧日間変動は、脳心血管疾患や認知症の危険因子である。本研究で得られたエビデンスにより、国民全
体や個人の将来の血圧・血圧日間変動の推移を予測できる。また、高血圧予防策を検討するうえでの基礎情報と
もなり、未だに循環器疾患が主要な要介護要因および死因となっている日本人の健康寿命の延伸に貢献できると
考えられる。さらに、JMDCデータを用いた検討と一般住民を対象としたコホート研究の結果の比較により、既存
情報として活用が望まれている健康保険組合データの特徴と有用性が明らかとなり、今後の学術研究の発展にも
寄与した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
高血圧は、我が国では現在 4,300 万名が有している疾患であり、死因第 2位の心疾患、死因
第 4位の脳血管疾患、疾患別医療費第 1位の循環器系疾患の最大の原因である。したがって、
血圧の上昇を予測し、予防に生かすことは重要である。 
端野壮瞥コホート研究から一般住民 2,607 名の健康診査（健診）時に測定される受診時血圧
の長期推移が示された。一方、欧米では、血圧が加齢に伴い、急峻に上昇、または低下するな
どの推移とそのパターン（推移パターン）の存在が報告されている。 
2014 年に改定された高血圧学会が定める高血圧治療ガイドラインでは、受診時血圧に代わり、
自宅で自己測定される血圧（家庭血圧）が診断や治療の指標のスタンダードとして推奨されて
いる。これは、家庭血圧の予後予測能が受診時血圧よりも優れていることを報告した大迫コホ
ート研究の成果が発端となっている。また、受診時血圧は家庭血圧よりも平均で 5 mmHg 高く、
白衣効果とよばれるその乖離が、年齢層によって異なることが横断研究によって示されている。
従って、受診時血圧の推移パターンが、家庭血圧には当てはまらない可能性がある。 
連日の測定により捉えられる家庭血圧の日々の変動性（血圧日間変動）が、血圧とは独立し
た脳心血管疾患および認知機能低下の予測因子であることが大迫コホート研究より報告されて
いる。しかし、血圧日間変動の加齢に伴う推移パターンとその要因、および予後予測能は不明
である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、次の 3点を目的とした。 
（１） 健康保険組合の大規模レセプト・健診データを用い、性別、年齢や、既往・現病歴など
の特性別の受診時血圧の加齢に伴う推移パターンを解明する。また、受診時血圧の推移
パターンと総死亡、脳心血管疾患、認知機能との関連を解明する。 

（２） 一般住民を対象とした大迫コホート研究で、「①」の結果の再現性を検証する。 
（３） 大迫コホート研究の蓄積された 20 年間の家庭血圧追跡データを用い、家庭血圧・脈拍、
血圧・脈拍日間変動の加齢に伴う推移パターンの解明、さらに各種血圧指標の推移パタ
ーンと総死亡、脳卒中発症、または認知機能との関連を検討する。 

 
３．研究の方法 
 
（１） 研究デザイン 
本研究では、JMDC データと大迫コホート研究データの 2つを用いた。 
株式会社 JMDC が有する健診データを利用し、既存情報ベースの後ろ向きコホート研究を実施
した。JMDC は、保険者を健康保険組合とする被雇用者ならびに扶養家族の健診データを保有し
ている。 
大迫コホート研究は、岩手県花巻市大迫町の一般地域住民を対象とした循環器疾患に関する
前向きコホート研究であり、1986 年より継続して住民の家庭血圧情報を収集している。本研究
の解析対象者は、岩手県花巻市大迫町在住で、1988～1995 年の調査とその後の調査に参加し、
計 2回以上の朝の家庭血圧データが得られた 35歳以上の 1,679 名（平均 56.6 歳、男性 35.9％）
である。 
 
（２） 調査項目 
JMDC 健診データの問診情報から、年齢、body mass index、現在喫煙、現在飲酒、脳血管疾
患既往、心臓病既往、および降圧薬服用情報を抽出した。問診情報と血液検査データを用い、
脂質代謝異常症を LDL コレステロール≧140 mg/dL、HDL コレステロール＜40 mg/dL、中性脂肪
≧150 mg/dL、または問診での脂質代謝異常症治療薬服用有りとの回答のいずれかが該当した場
合と定義した。同様に、糖尿病を空腹時血糖≧126 mg/dL、随時血糖≧200 mg/dL、または問診
での糖尿病治療薬有りとの回答のいずれかが該当した場合と定義した。死亡は、観察終了理由
の“死亡”の場合と定義した。認知症は、医科レセプトにて認知症（国際疾病分類[ICD10]: 
F00–F03）の傷病名が付与された対象者を抽出し、発症日を診療開始日として、それ以前の健診
データを抽出した。なお、"疑い"とされていた傷病名は対象としなかった。 
大迫コホート研究では、これまで収集された家庭血圧データと共に、本研究期間内に追加収
集されたデータを統合し、家庭血圧の時系列データを構築した。家庭血圧値は、朝 1機会 1回
目の測定値を採用した。各研究期間で 4週間の測定を住民へ依頼し、その期間に測定された測
定値を基に、家庭血圧値を個人内平均値、日間変動を個人内測定値の標準偏差を平均値で除し
た変動係数（coefficient of variation [CV], ％）として算出した。 
 
（３） 解析方法 
時系列解析として、線形混合モデルに基づく反復測定解析を用いた。死亡者や認知症患者を
抽出して、死亡・認知症発症前の血圧推移を算出した。また、対照群として、性別、年齢、body 
mass index、喫煙、飲酒、糖尿病、脂質異常症、降圧治療、脳卒中既往、冠動脈疾患既往、お



よび腎臓病既往をモデルに入れた傾向スコアマッチングで抽出した対照群において同様に血圧
推移を算出し、イベント群の値と比較した。その際、症例 1名あたり 10名の対照群を抽出した。 
 
４．研究成果 
 
（１） 『目的（１）』の成果 
本研究の実施に当たり、株式会社 JMDC より、2008 年 4 月～2017 年 3 月までに健診を最低 5
回受診した 388,973 名のデータを受領した。そのうち、血圧データと問診に基づく降圧薬服用
情報が無い 521 名、複数年齢にわたる血圧および降圧薬服用に関する情報が無い 1,692 名を除
外し、最終的に 386,760 名を解析対象者とした。 
加齢に伴う血圧推移を算出する際、いくつか基礎特性別での解析を行ったが、最も明瞭に血
圧推移に差が認められた要因は性別であった。性別での加齢に伴う血圧推移を図 1に示す。男
性の収縮期血圧は、36 歳の 121.1 mmHg から 66 歳の 129.7 mmHg まで上昇したが、その後はほ
ぼ横ばいの推移を示した。一方で、女性の収縮期血圧は、33 歳の 109.7 mmHg から一貫して上
昇しており、およそ 70 歳で男性の収縮期血圧レベルを超えた。拡張期血圧は、男性で 56 歳の
80.0 mmHg、女性で 64 歳の 74.6 mmHg でピークをとる逆 U字型の推移を示した。 

 
トラジェクトリーモデルを利用して、JMDC データにおける血圧推移パターンの同定を試みた
が、全対象者でほぼ均一に血圧が上昇していることから、血圧推移パターンの分類ができなか
った。そこで、死亡や認知機能発症と血圧推移パターンとの検討には、症例対照研究を実施し
た。JMDC データ内で、観察終了事由が死亡の 327 名（平均 53.9 歳、男性 89.9％）が観測され
た。データ欠損のないその他 384,702 名か
ら、交絡要因を用いた傾向スコアマッチン
グで抽出された 3,270 名（平均 53.8 歳、
男性 91.7％）を対照群として設定した。こ
れら死亡・対照群の最終健診を 0年健診と
したときの推移を図 2に示す。死亡による
観察終了日は最終健診後平均 0.85 年（中
央値 0.73 年）であった。収縮期血圧はほ
ぼ一貫して死亡者で高い推移を示したが、
最終健診時に血圧は低下し、生存者の血圧
レベルとの有意差は消失した。同様に、認
知症発症者 174 名（平均 56.7 歳、男性
78.7％）とその対照群 1,740 名（平均 56.9
歳、男性 81.2％）の収縮期血圧を比較した
が、両群に有意差は認められなかった（図
3）。脳卒中発症についても同様の検討を試
みたが、レセプトから脳卒中発症と発症日
を推測することが現状で困難であり、検討
できなかった。 
 
 



（２） 『目的（２）』、『目的（３）』の成果 
研究期間内に岩手県花巻市大迫町住
民の家庭血圧測定ならびに各種検診を
実施し、研究データを追加収集し、まず
血圧と予後および臓器障害との関連の
検討や血圧・血圧変動の要因を明らかに
し、家庭血圧測定の有用性を再確認した。 
その次に、家庭血圧の加齢に伴う推移
を検討した。解析対象者数は1,665名（観
測データ数 5,438 ポイント）であった。
血圧の加齢に伴う推移は、概ね JMDC デ
ータと同様の推移を示していた。血圧日
間変動について、収縮期血圧 CV は年齢
と共にほぼ直線的に上昇していた一方、
拡張期血圧 CV は年齢とは U 字型の変化
を示した。60歳前後で拡張期血圧レベル
の意義が異なるように、拡張期血圧 CV
もおよそ 65 歳前後でその指標の意味が
変化する可能性が考えられた（図 4）。 
 
ベースラインを基準とした家庭血圧
の経年変化の算出により、血圧推移パターンの同定とそのパターンと予後との関連も検討した
が、血圧推移パターンには降圧治療の変遷による時代効果の影響、認知機能低下をアウトカム
とした場合には追跡脱落例の考慮などが必要であることなど問題点があり、正確なエビデンス
の創出には今後のさらなる詳細な検討が必要と考えられた。 
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